
2017 年

5 月新教出版社 出版通信
〒 162-0814 東京都新宿区新小川町 9-1　Tel: 03-3260-6148  Fax: 03-3260-6198

ホームページ：http://www.shinkyo-pb.com

山
上
の
説
教
か
ら
憲
法
九
条
へ

平
和
構
築
の
キ
リ
ス
ト
教
倫
理

宮
田
光
雄
著

現
代
の
世
界
情
勢
の
中
で
、
山
上
の
説
教
に
よ
っ
て
平
和
を
つ
く
れ
る
の
か
―
―
。

朝
鮮
半
島
の
危
機
や
南
シ
ナ
海
の
情
勢
が
取
り
沙
汰
さ
れ
、
憲
法
改
正
の
企
図
が
強
ま
る
中
、
キ
リ
ス
ト
者
は
、

平
和
を
つ
く
る
者
と
し
て
い
か
な
る
応
答
を
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

本
書
は
、
聖
書
釈
義
か
ら
思
想
史
的
考
察
を
経
て
、
憲
法
九
条
に
基
づ
く
防
衛
戦
略
構
想
に
及
ぶ
、
4
つ
の
論

文
を
収
録
。
イ
エ
ス
の
徹
底
し
た
平
和
の
福
音
が
政
治
学
的
に
も
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
も
つ
と
い
う
驚
く
べ

き
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
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著
者
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本
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従

近
代
日
本
に
お
け
る
ロ
ー
マ
書
十
三
章�
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十
字
架
と
ハ
ー
ケ
ン
ク
ロ
イ
ツ

反
ナ
チ
教
会
闘
争
の
思
想
史
的
研
究�
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ボ
ン
ヘッ
フ
ァ
ー
と
そ
の
時
代

神
学
的
・
政
治
学
的
考
察�
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体
３
８
０
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4
月
25
日
発
売
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非 暴 力 ・ 平 和 ・ 憲 法 を 考 え る 本 か ら

●待望の新装復刊

イースター・ブック
改革者の言葉と木版画で読むキリストの生涯
マルティン・ルター／R. ベイントン編／中村妙子訳
ルターが残した膨大な説教から、キリストの受難と復活に関
するものを、宗教改革史研究の碩学が精選。またルターと同
時代の画家ソリスの木版画を多数掲載。改革者の信仰の真髄。
� ◆B5変型判・本体 1800 円

平和のコンセプト
聖書的・神学的視座から
J. マッコーリー著　東方敬信訳
キリスト教倫理の最も重要な概念として
「平和」を捉え直し、その内実と広がりを
構成概念（コンセプト）の対象として精密
に把握する試みの書。�四六判　本体1700円

イエスと非暴力
第三の道
W. ウィンク著　志村　真訳
「絶対平和主義」でも「正戦論」でもなく、
イエスの生き方を現代世界でいかに展開で
きるかを徹底的に考え抜く。9・11 後の非
暴力論。� 四六判　本体 1600 円

教会と戦争

川端純四郎著
著者が残した数多くの論文、エッセイ、講
演録などから 28 編を精選、多面的な活動
の根底にあった信仰と思想の全体像を描き
出す一書。� 四六判　本体 2500 円

希望の倫理

J. モルトマン著　福嶋　揚訳
テロ、戦争、貧困、環境破壊、生命操作など
課題山積の 21 世紀を生きるための終末論的
倫理。『希望の神学』でデビューした著者の
神学的総決算。� 四六判　本体 4000 円

キリスト教と民主主義
現代政治神学入門
デ・グルーチー著　松谷好明・松谷邦英訳
キリスト教と民主主義という曖昧で絡み合
った歴史・関係を解きほぐし、民主主義の
ヴィジョンと歴史的・具体的システムを批
判的に神学する。� 四六判　本体 3600 円

キリスト教と社会の危機
教会を覚醒させた 社会的福音
W. ラウシェンブッシュ著　山下慶親訳
20 世紀初頭、アメリカをはじめ世界のキ
リスト教に大きな影響を与えた社会的福音
（ソーシャル・ゴスペル）運動。本書はそ
のマニフェストの書。�四六判　本体6100円

自民党改憲草案を読む
自民党改憲草案・日本国憲法付録
横田耕一著
憲法学者が自民党改憲草案を丹念に解説し、
立憲主義を否定するその危険な本質を明ら
かにし、私たち自身の憲法理解を深める。
今必読の書。� A5 判　本体 900円

なぜ「秘密法」に反対か
開かれた平和な国のために祈りつつ
特定秘密保護法に反対する牧師の会編
12 月 6 日悪法が成立した。なぜ反対か、ま
たキリスト者として、教会として今何をす
べきかを 33 名の牧師が訴える。秘密法全
文を収録。� A5 判　本体 1300 円



5 月 以 降 の 出 版 予 定 か ら

● 3 月に出た本と雑誌

宗
教
改
革
の
人
間
群
像

木
ノ
脇
悦
郎
著
　
エ
ラ
ス
ム
ス
の
往
復
書
簡
か
ら

8
人
と
の
文
通
・
思
想
交
流
。�

◆
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判
・
本
体
３
０
０
０
円

文
脈
化
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
軌
跡

イ
ギ
リ
ス
人
宣
教
師
と
日
本
植
民
地
下
の
台
湾
基
督
長
老
教
会

三
野
和
惠
著

新
分
野
を
拓
く
画
期
的
労
作
。�

◆
Ａ
５
判
・
本
体
７
０
０
０
円

原
子
力
発
電
と
日
本
社
会
の
岐
路

聖
書
と
共
に
考
え
る
混
成
型
共
生
社
会
と
脱
原
発

姜
尚
中
・
上
山
修
平
著
　
日
本
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
編

白
熱
し
た
シ
ン
ポ
の
記
録
。�

◆
四
六
判
・
本
体
１
５
０
０
円

イ
エ
ス
の
譬
え
話
2

山
口
里
子
著
　
い
の
ち
を
か
け
て
語
り
か
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
？

フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
成
果
。�

◆
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本
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２
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円

福
音
と
世
界

�

◆
税
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4
月
号
　
特
集   

結
婚
の
変
容
―
―
宗
教
改
革
５
０
０
年 

④

寄
稿
者
：
村
上
み
か
、
小
田
部
進
一
、
菊
地
純
子
、
澤
村
雅
史
、
水
野
宏
、

桑
野
萌
／
小
原
克
博
、
塚
本
潤
一
／
高
井
ヘ
ラ
ー
由
紀
、
吉
松
純
、

町
田
康
、
内
田
樹
、
佐
藤
優
、
芦
名
定
道
、
辻 

学
、
月
本
昭
男
、

望
月
麻
生
ほ
か

正
田
倫
顕
著

ゴ
ッ
ホ
と
〈
聖
な
る
も
の
〉

見
る
者
の
魂
を
震
わ
さ
ず
に
い
な
い
ゴッ
ホ
の
作
品
。
そ
の
核
に
あ
る
宗
教
性
の
内

実
＝
作
品
が
は
ら
む
〈
聖
な
る
も
の
〉
の
秘
密
を
、
書
簡
と
作
品
の
徹
底
的
な
分

析
を
通
し
て
明
ら
か
に
し
た
俊
英
の
労
作
。�
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０
０
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栗
林
輝
夫
著

日
本
で
神
学
す
る
　
栗
林
輝
夫
著
作
集
1
（
仮
題
）

惜
し
ま
れ
つつ
逝
去
し
た
栗
林
輝
夫
の
著
作
集
（
全
二
巻
予
定
）。
第
一巻
は
、
日

本
と
い
う
文
脈
に
根
ざ
し
て
神
学
を
営
ん
だ
著
者
の
論
考
を
精
選
。
解
放
神
学

者
と
し
て
の
賀
川
豊
彦
論
・
田
中
正
造
論
か
ら
、
ポ
ス
ト
・
フ
ク
シ
マ
の
神
学
ま
で
。

実
践
に
固
執
し
た
栗
林
神
学
が
こ
こ
に
！�
◆
Ａ
５
判
・
予
価
３
５
０
０
円

宮
平
望
著

神
の
和
の
神
学
へ
向
け
て

キ
リ
ス
ト
教
の
中
心
教
理
を
日
本
の
文
脈
で
再
構
築
し
よ
う
と
す
る
独
創
的
な
企

て
。
日
本
の
神
学
への
貴
重
な
貢
献
で
あ
る
と
同
時
に
、
西
洋
的
伝
統
に
あ
る
人
々

に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
す
ぐ
書
房
版
の
復
刊
。�

◆
Ａ
５
判
・
予
価
２
４
０
０
円

三
位
一
体
か
ら

三
間
一
和
の
神
論
へ
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リ
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神
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◆
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…
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芦
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◆
新
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釈
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第
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テ
モ
テ
書 

15�

…
…
…
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学

◆
聖
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わ
た
し 

16�

…
…
…
…
ブ
レ
イ
デ
ィ
み
か
こ

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論 

26�

…
…
…
…
…
…
…
内
田　

樹

◆
詩
篇
の
思
想
と
信
仰 

144�

…
…
…
…
…
…
…
月
本
昭
男

特
集
：
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
―
―
宗
教
改
革
５
０
０
年 

⑤

ル
タ
ー
と
サ
ク
ラ
メ
ン
ト�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鈴
木
　
浩

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
秘
跡
理
解�

　
　
　
　
　
　
　 

具
　
正
謨

こ
の
世
と
わ
た
し
の
一
ひ
と
つ

性
―
―
現
代
カ
ト
リ
ッ
ク
に

お
け
る
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
意
味�

　
　
　
　
　
　
　
　  

原
　
敬
子

機
密
と
し
て
の
「
た
べ
る
こ
と
」

　
―
―
正
教
の
理
解�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

松
島
雄
一

ク
エ
ー
カ
ー
の
サ
ク
ラ
メ
ン
ト
論�

　
　
　
　
　
　 

中
野
泰
治

サ
ク
ラ
メ
ン
ト
の
復
権
―
―
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会

の
宣
教
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

藤
井
　
創

●
「
共
謀
罪
」
あ
ら
た
め
「
テ
ロ
等
準
備
罪
」

が
い
よ
い
よ
国
会
審
議
に
入
り
ま
す
。
名
称

を
い
く
ら
言
い
か
え
た
と
こ
ろ
で
、
本
質
的

な
問
題
点
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
そ
こ

で
の
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
集
団
」
と
い
う
名
ざ
し

の
行
為
が
図
ら
ず
も
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
の

は
、
異
質
な
他
者
を
対
話
不
可
能
な
「
敵
」

と
み
な
す
こ
と
の
危
う
さ
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
呼
び
名
に
頼
ら
ず
、

い
か
な
る
「
敵
」
と
も
よ
り
平
和
的
な
関
係

を
と
り
も
つ
技
法
を
社
会
全
体
で
習
熟
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
、
か
の
法
案
を
真
に
無
用
の

も
の
と
す
る
た
め
に
は
必
要
で
し
ょ
う
。

●
そ
こ
で
格
好
の
指
南
書
と
な
っ
て
く
れ
る

の
が
、
今
月
刊
行
す
る
宮
田
光
雄
著
『
山
上

の
説
教
か
ら
憲
法
九
条
へ
』
で
す
。
比
類
な

き
知
識
と
洞
察
、
そ
し
て
信
仰
を
も
つ
政
治

学
者
で
あ
る
著
者
が
、
山
上
の
説
教
に
つ
い

て
の
聖
書
学
的
解
釈
と
、
兵
役
拒
否
や
非
暴

力
抵
抗
運
動
を
め
ぐ
る
実
践
的
議
論
と
を
往

還
し
な
が
ら
、
来
た
る
べ
き
神
の
国
の
《
し

る
し
》
と
し
て
地
上
に
平
和
を
実
現
す
る
責

務
を
、
キ
リ
ス
ト
者
こ
そ
は
負
っ
て
い
る
と

説
き
ま
す
。
そ
れ
も
、「
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な

教
会
組
織
こ
そ
、
普
遍
的
課
題
と
し
て
の
平

和
奉
仕
の
新
し
い
次
元
を
切
り
開
く
」
の
だ
、

と
。「
小
異
を
捨
て
て
大
同
に
つ
く
」
が
必
ず

し
も
よ
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
が
、
異
な
る
信

仰
や
生
活
形
態
を
も
つ
者
同
士
が
協
力
し
て

状
況
の
変
革
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
平
和
へ

の
第
一
歩
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
よ
う

に
思
い
ま
す
。（
堀
）

こ
れ
か
ら
出
る
本
よ
り

イ
エ
ス
は
、
ま
っ
た
く
新
し
い
創
造
的
な
愛
敵
の
行
動
を
命
ず
る
。
す
な
わ
ち
、
コ
ン
フ

リ
ク
ト
を
回
避
す
る
の
で
な
く
、
そ
れ
を
自
覚
的
に
―
―
た
だ
し
《
別オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ

の
政
策
選
択
》
の
仕

方
で
―
―
担
い
と
っ
て
い
く
と
い
う
の
で
あ
る
。（
中
略
）
イ
エ
ス
の
説
く
非
暴
力
は
、
そ
う

し
た
敵
対
者
に
た
い
す
る
挑
発
的
な
働
き
か
け
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
攻
撃 
― 

報
復
と
い
う
悪

循
環
を
一
方
的
に
断
ち
切
る
と
き
、
そ
こ
に
生
ず
る
シ
ョ
ッ
ク
効
果
に
よ
っ
て
、
敵
対
者
の

行
動
＝
態
度
の
変
革
が
引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
の
で
あ
る
。「
悪
に
手
向
か
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
戒
め
は
、
む
し
ろ
、
パ
ウ
ロ
的
に
「
善
を
も
っ
て
悪
に
勝
ち
な
さ

い
」（
ロ
ー
マ
一
二
・
二
一
）
と
言
い
あ
ら
わ
す
ほ
う
が
、
い
っ
そ
う
正
確
で
あ
ろ
う
。

（
宮
田
光
雄
『
山
上
の
説
教
か
ら
憲
法
九
条
へ
』
よ
り
）


